
（法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」）  

 

令和２年度の事業報告書 

 

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 

 

NPO 法人地球と共に生きる会 

 

１ 事業の成果 

当法人は設立当初より稲作を通して「食の改善と確保」「青少年の健全育成」「自然環境

保全」に取り組んで参りました。当法人は、2014 年に第一回目として、開催されまし

た「FUJSAN 地球フェス WA」(以後は地球フェスタと表記)の事務局を担当しその最も重

要なプログラム「親子稲作体験」を全国で開催することを大きな目標に掲げました。 

第六回「みんなの FUJISAN 地球フェスタ WA2019 神奈川」では、名誉大会会長に神奈川

県知事 黒岩祐治氏にご就任いただき、関連イベントとして、全国７か所で、「親子稲

作体験」を開催し、20 か国を超える駐日大使館よりご参加いただき各地で好評を博し

ました。 

その結果、2020 年度は全国 16 か所より参加希望の声があがり、全国各地に拡げて行く

足掛かりの年となりましたが、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、規模を縮小し、

最小限の参加者での開催となりました。 

そのような状況下ではありましたが、「親子稲作体験」の相乗効果として、自然と共存

できる生き方の啓発耕作放棄地を解消して田畑を蘇らせる農業を推進、また親子稲作体

験お田植祭・収穫祭に参加し日本の伝統文化を体験することで、青少年の健全育成につ

なげて参りました。 

最後に、次年度に向けて、生き残りをかけた食の改善と確保に関する事業として玄米粉

を使った料理の提案や食の改善のワークショップの開催や、補完代替医療として、自然

に触れることや感謝の思いを持つことによって、幸せホルモンが分泌され、免疫力が高

められる体験を推進してまいります。 

以上事業数・内容とも法人規模から考えると活動は充実したと考えます。 

  

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

支出予算額 

(単位:千円) 

稲作漁労文

化を中心と

して栄えた

日 本 の 文

化・技術・行

事の継承と

〇親子稲作体験 

〇稲作漁労文化を啓蒙し、耕

作放棄地を解消して田畑

を蘇らせ農業を行う 

〇自然と共存できる生き方

の啓発 

(A) 通年 

(B) 神奈川県、 

山 梨 県 、  

福 島 県 、  

九 州 、   

茨城県、 

(D) 500 名 

(E) 500 名 

200.000 円 

 

 



発展に関す

る事業 

 

〇真菰田を増やし、真菰の葉

を使ったワークショップ

の開催 

静岡県、他 

(C) 50 名 

青少年の健

全育成に関

する事業 

 

 

〇自然塾体験 

〇日本伝統文化体験 

 

(A) 不定期 

(B) 神奈川県、 

山 梨 県 、  

東京都、他 

(C) 30 名 

(D) 300 名 

(E) 300 名 

 

0 円 

 

自然環境保

全を学び体

験する事業 

〇大地と体に優しい農法に

よる安心な土作りと人作

り 

〇休耕田を蘇らせ田んぼを

復活していく 

〇食糧難に備えての雑穀栽

培等 

(A) 通年 

(B) 神奈川県、 

山梨県 

(C) 30 名 

(D) 500 名 

(E) 500 名 

161.908 円 

 

地域活性の

ための行事

の開催・運

営、及び開

催・運営の支

援 

〇地方創生を目指し、豊かな

地方の歴史、文化を残すた

めの行事を開催 

(A) 通年 

(B) 神奈川県、 

山梨県、 

東京都、 

九州、茨城県 

(C) 50 名 

(D) 300 名 

(E) 300 名 

0 円 

災害予防・災

害対策・災害

復興支援の

ための行事

の開催・運

営、及び、開

催運営の支

援事業 

〇被災地復興応援イベント

において、被災地の現状を

写真やパネルなどで展示 

(A) 通年 

(B) 神奈川県、 

山梨県、 

九州、 

茨城県、他 

(C) 30 名 

(D) 300 名 

(E) 300 名 

527.227 円 

生き残りを

かけた食の

改善と確保

に関する事

業 

 

〇明治の食養道に基づいた

食の改善 

〇玄米食の提案、玄米粉等の

活用推進 

〇食の改善のワークショッ

プや講演会開催 

 

(A)通年、不定期 

(B) 神奈川県、 

山梨県、 

福島県 

(C) 50 名 

(D) 500 名 

(E) 500 名 

300.000 円 

補完代替医

療の推進事

業 

 

〇医、食、心、同源    

〇統合医療 

 

(A)通年 

(B) 神奈川県、 

山梨県、 

九州、 

茨城県、他 

(C) 50 名 

(D)200 名 

(E)200 名 

0 円 



国際人道支

援事業 

 

〇被災国への寄付の呼びか

け 

〇稲作漁労文化の推進 

〇外国人学生への農業技術

支援事業 

(A)通年 

(B) 神奈川県、 

山梨県, 

九州、 

茨城県、他 

(C) 50 名 

(D)200 名 

(E)200 名 

0 円 

リ サ イ ク

ル・廃棄物処

理推進事業 

 

〇バイオトイレ普及の奨励 

〇資源循環型エネルギーの

農業への活用推進 

(A)通年 

(B) 長野県、 

山梨県、 

神奈川県、 

静岡県、他 

(C)10 名 

(D)100 名 

(E)100 名 

0 円 

 

(2) その他の事業 

   記載なし 


